






　

４
月
３
日
か
ら
５
日
に
、
タ
イ
の
パ
タ
ヤ
で
Ｔ
Ｕ
Ａ

（
タ
イ
泌
尿
器
科
学
会
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
新
規
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
（
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
※
）
に
関
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
導
入
予
定
の
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
の

泌
尿
器
科
の
バ
ン
ナ
キ
ッ
ト
教
授
と
お
会
い
し
て
交
流
し

―
タ
イ
国
内
の
医
療
状
況
―

　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ダ
ビ
ン
チ
が
す
で
に
導
入
さ

れ
て
お
り
、
導
入
自
体
は
日
本
よ
り
早
か
っ
た
の
で
す
が
、

ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
岡
の
泌
尿
器
科
学
会
で
バ
ン
ナ
キ

ッ
ト
教
授
と
再
会
し
、
正
式
に
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
か
ら
、

Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
初
症
例
の
プ
ロ
ク
タ
ー
（
指
導
者
）
を
探
し
て

い
て
、
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
執
刀
予
定
の
泌
尿
器
科
医
が
、
ダ
ビ
ン
チ
で
の
経

験
が
少
し
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
に
不
安

が
あ
り
、
実
際
の
手
術
の
前
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
先
に

行
い
た
い
と
い
う
要
望
で
し
た
。
し
か
し
、
タ
イ
国
内
に

は
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
が
な
く
、
台
湾
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
使
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
６
月
２
日
か
ら
４
日
の
日
程
で
、
台
湾
の
台

中
市
に
あ
る
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

に
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
招
か
れ
、
タ

イ
で
の
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
初
症
例
に
先
立
ち
、
タ
イ
の
泌
尿
器
科

医
と
看
護
師
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
の
後
、
６
月
９
日
か
ら
11
日
の
日

程
で
、
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
市
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
病
院

で
、
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
初
症
例
の
プ
ロ
ク
タ
ー
と
し
て
招
か
れ
技

術
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
を
使
用
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、
タ
イ
国
内
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア

ジ
ア
初
症
例
で
し
た
。
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そ
の
後
の
普
及
は
一
部
の
病
院
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
日

本
の
よ
う
に
多
く
の
病
院
で
多
く
の
患
者
さ
ん
が
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
を
受
け
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

日
本
の
医
療
環
境
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
は
今
回
６
月
に
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
で
初
症
例

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
バ
ン
コ
ク
の
病
院
な
ど
、

数
か
所
で
導
入
の
予
定
で
し
た
。
訪
れ
た
チ
ェ
ン
マ
イ
大

学
病
院
は
、
タ
イ
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
病
院
で
、
ロ
ボ

ッ
ト
手
術
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
腹
腔
鏡
手
術

を
非
常
に
多
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
手
術
に
入
っ
た
２
名
の
泌
尿
器
科
医
は
、
腹
腔

鏡
の
高
難
度
手
術
を
多
く
経
験
さ
れ
て
お
り
、
技
術
レ
ベ

ル
は
と
て
も
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
前
立
腺
が
ん
の
手
術

を
腹
腔
鏡
で
行
う
の
は
高
い
技
術
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
日
常
的
に
こ
な
し
て
い
る
泌
尿
器
科
医
に
と
っ
て

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
同
じ
手
術
を
行
う
の
は
通
常
そ
れ
ほ
ど

問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
台
湾
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
際

に
、
手
術
に
入
る
予
定
の
２
名
の
医
師
の
操
作
を
見
た
感

じ
と
、
直
接
お
話
し
て
過
去
の
腹
腔
鏡
手
術
経
験
な
ど
を

伺
っ
た
感
じ
か
ら
、
本
番
の
手
術
は
問
題
な
く
行
え
る
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
手
術
は
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
た
め
、

指
導
側
と
し
て
も
時
々
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
程
度
で
し
た
。

当
日
は
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
も
入
っ
て
お
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
に
初
症
例
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
―

　

今
回
の
件
は
、
自
分
と
し
て
も
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
大
学
病
院
で
は
な
く
、
春
日
井
市
民
病
院
に

勤
務
す
る
医
師
と
し
て
、
海
外
の
大
学
病
院
と
い
う
機
関

か
ら
、
大
き
な
役
割
を
指
名
さ
れ
た
の
は
大
変
光
栄
な
こ

と
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
を
先
に
導
入
し
て
い
る
立
場
と
し
て
指
導
に

呼
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
の
先
生

方
は
タ
イ
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
泌
尿
器
科
医
で
あ
り
、

そ
の
先
生
方
と
の
交
流
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に

バ
ン
ナ
キ
ッ
ト
教
授
は
日
本
の
学
会
に
も
招
か
れ
て
講
演

さ
れ
て
い
る
先
生
で
あ
り
、
今
後
日
本
で
も
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
引
き
続
き
交
流
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
で
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
を
導
入
し
た
病
院
の
中
で
は
、

手
術
件
数
も
多
く
、
行
っ
て
い
る
手
術
の
種
類
も
多
い
た

め
、
今
回
の
よ
う
な
機
会
や
、
国
内
で
の
手
術
指
導
、
学

会
発
表
の
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
は
、
春
日
井
市
民
病
院
を
全
国
、
全
世
界
に
宣
伝
す
る

活
動
に
も
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
最
先
端
の
医
療
の
情
報

を
収
集
し
、
地
域
の
医
療
へ
還
元
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
、

適
宜
情
報
公
開
も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
結
果
的
に
、

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
、
よ
り
質
の
高
い
治
療
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※　
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
（
ヒ
ュ
ー
ゴ
）：
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

写
真
の
掲
載
は
タ
イ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
許
可
を
得
て
い
ま
す
。
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第 3 回

夏休み医療探検隊
探求心で広がる医療探検隊

竹富島の牛車、モネの池、白鳥庭園の写真は、麻酔科 服部博貴医師が撮影しました。
【専門分野】麻酔全般
【所属学科】日本麻酔科学会、日本集中治療医学会、日本心臓血管麻酔学会、日本区域麻酔学会

発 行

ホ ー ム ペ ー ジ

春日井市民病院 　広報委員会（経営戦略室内）
〒486-8510 春日井市鷹来町１丁目１番地１
TEL：0568-57-0057（代表）

発行日　令和7年10月
https://www.hospital.kasugai.aichi.jp

春日井市民病院

春日井市民病院夏の風物詩になりつつある夏休み医療探検隊。「探求心で広がる医療の世
界！」をテーマに中学生を対象として令和７年８月３日の日曜日に開催しました。今年は、
メイン体験に歯科口腔外科の歯科手術体験を加え、さらに体験内容の充実を図りました。
市民病院開設者である石黒直樹春日井市長も飛び入り参加、参加者の皆さんと交流するなど
イベントは大いに盛り上がりました。

あらかじめガラスのおもちゃを入れておいた鶏肉から電気メスと鑷子を使って取り
出し、切開したところを縫合します。

ポカリスエットの粉末を散薬に見立て自動分包機で分包体
験。その後、分包した散薬（ポカリスエットの粉末）を使
用して水薬を作ります
腹部の模型を使用して、腹部エコー体験
魚をレントゲン・CT撮影したら、どう見える？
今回は背骨が骨折している魚を撮影しました。
手術室から出てくることのない人工心肺の展示
オレンジジュースを透析装置に回すと、色は？匂いは？
どう変化するか？！

内視鏡で模型の胃の中を観察し、ポリープを見つけたら、保護者に鉗子を持っても
らい、モニターを見ながら呼吸を合わせて生検。コンビネーションが問われます。

実際の機器（X-GUIDE）を使用し顎の模型にインプラントを埋め込みます。

医療用シミュレーター人形を使って、聴診器で呼吸の音を聴く体験
医療者がどのように患者さんの体調を観察しているのか、体験を通して感じても
らいました。

普段測定する機会がない足の筋力測定。”NM-F1＂という電気刺激の機械を使って、電気の力で手首や
指が動く体験。自分でとろみをつけたジュースを作り、飲みやすさや口当たりがどう変わるのか体験。

メイン体験

フリー体験

参加者は申し込み時に、３種類あるメイン体験から１種類選択しました。

参加者は、メイン体験以外の時間（１時間）に各自見学・体験したいブースに行きました。

手術体験

散薬を使用した自動分包機体験

模型を使用した腹部エコー体験
魚のX-P CT撮影  どうみえる？

透析装置・人工心肺展示

内視鏡体験

歯科手術体験

命の音を聞こう

足の筋力測定・NM-F１体験・とろみ体験


